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    ２０２１年１２月１４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｉｃｅ 

     

 

 

 

 



 

2016/11/10 バグ修正 

2019/06/17 編集結果をファイル出力 CTR¥work¥InverseDiretion¥INVERSEDATA 

*Ver1.16  2019/10/20  Hexagonal plane 計算時のマイナス側もサーチ 

*Ver1.18  2021/11/28  Hexagonal Type 選択に１０-１０Ｂとした 

*Ver1.19  2021/12/14  angle->hkl計算の高速化 

*ver1.20  2023/05/13  指数変換時、逆極点図描画範囲に指数変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

 逆極点図は、方位分布図である。ＯＤＦ解析後の逆極点図では、ＴｅｘＴｏｏｌｓは方位分布で 

   ＬａｂｏＴｅｘは面分布図を表記している。 

   逆極点図は同一であるが、計算される結果がそれぞれ、[hkl]と(hkl)になっています。 

   又、逆極点図から得られる角度（φ、β）は double形式の連続しているデータであるが、 

   この（φ、β）から計算される逆極点[hkl],(hkl)は整数であり、最大指数に制限があるため、 

（φ、β）－＞[hkl] ―＞（φｘ、βｘ）において（φ、β）と（φｘ、βｘ）は一致しない 

 このような問題を解決するために、（φ、β）から方位（Direction）と面（Plane）を計算し、 

 比較出来る様に致しました。 

 

対応結晶系 

 Cubic,Tetragonal,Orthorombic,Hexagonal,Monoclinic 

 

ソフトウエアの使い方 

 対象物質の選択 最大指数指定 Direction<->Plane指定 （φ、β）入力 計算開始 

   

  結果表示部と再計算 逆極点図の中心  逆極点図の中心を[001]とした場合のチェック 

 

   編集結果のファイル出力    指数を逆極点図範囲内に変換 

 

 

 



Ｐｏｌｙｅｔｈｙｌｅｎｅ 

（90、56.33）に極がある場合 

  

 

Directionで計算     Planeで計算 

 

 Directionで計算すると Directionは[490]、Planeは(110)に計算されます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｐｏｌｙｐｒｏｐｙｌｅｎｅの場合 

 極が（80,17）にある場合。(110)面配向の逆極点図が(80,17)に極が検出される。 

 

  

 TexTools では、(80,0)も[501]と計算される。 

 ( 

Directionでは      Planeでは 

 

Plane で(110)からずれた、(11 11-2)が計算される 



Ｃｅｎｔｅｒ[001]を用いた場合 

入力データは、（１１０）に配向しているデータで、逆極点の中心を[106]で計算を行うと 

（１１０）が検出されない。しかし、センターを（００１）の場合 

逆極点図の中心では、ずれが発生する。 

 

 

 

 

 ＮＤ方向の逆極点図は、Ｚ2が[001]ではなく、[100]から９０度の[106]と計算される。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

マグネシウム Ｂ－Ｔｙｐｅ 

 

 

マグネシウム Ａ－Ｔｙｐｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

マグネシウム｛０００１｝＜１１－２０＞ＳｌｉｐＳｙｓｔｅｍにおけるａｎｇｌｅ（４８．６９，６０．０） 
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